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入
院
時
の
医
療
費
、
食
事
代
の

病
院
で
の
支
払
い
は
、
表
１
・
２

の
と
お
り
世
帯
の
所
得
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

大
刀
洗
町
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
、
老
人
医
療
該

当
者
の
方
は
、
入
院
の
際
に
は

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
証

②
印
鑑
　

③
入
院
日
数
が
91
日
以
上
の
場

合
、
日
数
の
わ
か
る
領
収
書

等
④
高
齢
者
受
給
者
証
も
し
く
は

老
人
医
療
証
（
70
歳
以
上
の

方
の
み
）

認
定
証
の
有
効
期
限

申
請
月
の
初
日
〜
平
成
20
年
７

月
31
日
で
す
。

な
お
、
平
成
18
年
度
分
を
持
っ

て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成

19
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
も
引
き
続
き

利
用
さ
れ
る
場
合
は
８
月
末
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
医
療
と
は
、
対
象

者
の
病
気
や
け
が
に
よ
る
医
療
費

の
自
己
負
担
相
当
額
（
初
診
料
や

往
診
料
は
除
き
ま
す
）
を
対
象
者

に
代
わ
っ
て
町
が
病
院
等
に
支
払

い
、
母
子
家
庭
等
の
み
な
さ
ん
の

福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
に
は

母
子
家
庭
等
医
療
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
受
給
資
格
の
申
請
を
し
、
町

長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
有
効
期
限
が

７
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
８
月
１
日
以
降
引
き
続
き

母
子
家
庭
等
医
療
を
受
け
る
場
合

も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
者
と
は

母
子
家
庭
等
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
18
歳
未
満
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
及
び
児
童
、
18
歳
未
満
の
父

母
の
な
い
児
童
、
並
び
に
一
人
暮

ら
し
の
寡
婦
で
あ
っ
て
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
大
刀
洗
町
に
住
所
が
あ
る
人

②
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ

る
被
保
険
者
、
ま
た
は
被
扶
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国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

国
民
健
康
保
険 

区　分 

一　般 

上位所得世帯※2

区　分 

一定以上所得者 

一　　般 

住民税非課税世帯 

低所得者Ⅱ(注1)

低所得者Ⅰ(注2)

90日までの入院 

過去12ヵ月の入院が 
90日を越えている場合 

90日までの入院 

過去12ヵ月の入院が 
90日を越えている場合 

入院時 
食事代 

260円 

260円 

210円 

160円 

１ヵ月の医療費の自己負担限度額 

１カ月の医療費の自己負担限度額 

3回目まで 4回目以降※1

80,100円 
＋医療費が267,000円を超えた場合は超えた分の1％ 

80,100円 
＋医療費が267,000円を超えた場合は超えた分の1％ 

 

150,000円 
＋医療費が500,000円を超えた場合は超えた分の1％ 

35,400円 

44,400円 

83,400円 

24,600円 

24,600円 35,400円 

44,400円 

24,600円 

24,600円 

15,000円 

入院時 
食事代 

260円 

260円 

210円 

160円 

100円 

※1　基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯 
※2　過去12ヵ月間にひとつの世帯で4回以上支給があった場合 

（注1・2）住民税非課税で世帯全員の方の所得がない世帯が低所得者Ⅰ、住民非課税で低所得者Ⅰ以外
の方が低所得者Ⅱとなります。 

表2（70歳以上の方） 

表1（70歳未満の方） 

（12ヵ月間に4回以上の該当の場合、4回目からは44,400円） 



養
者
で
あ
る
人

対
象
者
か
ら
除
か
れ
る
人

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を

受
け
て
い
る
人

②
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人

③
前
年
の
所
得
が
規
定
以
上
の

人

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
戸
籍
謄
本
（
切
替
さ
れ
る
方

は
健
康
保
健
証
）

③
所
得
証
明
書
（
今
年
１
月
２

日
以
降
転
入
し
た
人
は
前
住

所
地
よ
り
取
得
し
て
く
だ
さ

い
）

④
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
ま
た

は
年
金
証
書

⑤
旧
医
療
証（
切
替
の
人
の
み
）

⑥
健
康
保
険
証

※
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
人
で
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
上
記

の
日
程
で
母
子
家
庭
等
医
療
の

切
替
を
行
い
ま
す
の
で
、
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、

新
規
手
続
き
は
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
に
も
受
給
権

が
あ
り
ま
す

平
成
４
年
８
月
１
日
か
ら
母
子

家
庭
等
医
療
の
対
象
者
が
、
一
人

暮
ら
し
の
寡
婦
に
も
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

す
人
が
該
当
し
ま
す
。

①
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
配

偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し

た
女
子
で
あ
っ
て
、
過
去
に

母
子
家
庭
の
母
と
し
て
児
童

を
扶
養
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
か
つ
、
現
に
婚
姻
（
内

縁
を
含
む
）
を
し
て
な
く
て

一
人
暮
ら
し
で
あ
る
人
。

②
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
配

偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し

た
40
歳
以
上
の
女
子
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
現
に
婚
姻
（
内

縁
を
含
む
）
を
し
て
な
く
て

一
人
暮
ら
し
で
あ
る
人
。

※
す
で
に
老
人
保
健
法
に
よ
る
医

療
を
受
け
て
い
る
人
は
除
か
れ

ま
す
。
①
か
②
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
住
民
課
国
保
医

療
係
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係

（
内
線
１
２
５
）

口
座
振
替
に
す
る
と
、
役
場
や

金
融
機
関
に
納
付
に
行
く
手
間
が

省
け
ま
す
。

口
座
振
替
制
度

口
座
振
替
制
度
と
は
、
町
税
を

町
指
定
金
融
機
関
の
預
・
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
町
に
納
付
す
る

制
度
で
す
。

た
だ
し
、
残
高
不
足
な
ど
で
振

替
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
再
度
の

振
替
は
行
い
ま
せ
ん
。（
注
意
事

項
④
参
照
）

口
座
振
替
が
で
き
る
町
税
等

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

※
下
水
道
使
用
料
等
も
で
き
ま

す
。

申
込
方
法

町
税
の
納
税
通
知
書
、
預
・
貯

金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
持
参

の
う
え
、
税
務
課
・
支
所
の
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

請
書
（
口
座
振
替
依
頼
書
）
は
税

務
課
・
支
所
の
ほ
か
に
町
内
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
に
も
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

①
新
規
・
変
更
は
、
申
込
を
し

た
月
の
翌
月
か
ら
振
替
を
開

始
し
ま
す
。
申
込
を
し
た
月

に
納
期
が
来
る
も
の
ま
で
は

納
付
書
等
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

②
振
替
日
は
、
各
納
期
月
の
原

則
28
日
で
す
。
振
替
日
前
日

ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
納
付（
税
）義
務
者
が
変
わ
っ

た
と
き
は
変
更
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

④
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
で
き

な
か
っ
た
と
き
は
、
口
座
振

替
不
納
通
知
書
兼
納
付
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
翌

月
以
降
の
再
度
の
振
替
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
納

付
書
を
利
用
し
て
、
役
場
出

納
室
ま
た
は
指
定
金
融
機
関

等
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
納
付
が
な
い
場
合

は
、
そ
の
月
の
20
日
頃
に
督

促
状
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

⑤
軽
自
動
車
税
は
申
込
ま
れ
た

方
の
お
手
持
ち
の
車
両
す
べ

て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑥
口
座
振
替
済
（
領
収
）
通
知

書
は
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
６
月
に
、
そ
の
他
の
税

及
び
下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
は
１
月
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

⑦
前
納
に
つ
い
て
は
、
１
期
の

振
替
月
以
降
に
申
込
を
さ
れ

た
と
き
は
、
前
納
で
の
振
替

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

年
度
は
期
別
振
替
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

⑧
過
納
（
払
い
す
ぎ
、
二
重
納

付
）
の
場
合
は
次
期
以
降
の

分
へ
充
当
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課
徴
収
係

（
内
線
１
１
７
・
１
２
８
）
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処
理
月 

7
月 

8
月 

9
月 

10
月
 

11
月 

12
月 

1
月 

2
月 

3
月 

振
替
日 

7
月
30
日
（
月
）
 

8
月
28
日
（
火
）
 

9
月
28
日
（
金
）
 

10
月
29
日
（
月
）
 

11
月
28
日
（
水
）
 

12
月
28
日
（
金
）
 

1
月
28
日
（
月
）
 

2
月
28
日
（
木
）
 

3
月
28
日
（
金
）
 

※
口
座
振
替
日
（
7
月
以
降
）
 

期日 時間 校区名 場所 

7/24
(火)

7/25
(水)

午前9時～午後5時 

午前9時～午後5時 

午前9時～12時30分 

大 堰 校 区 
本 郷 校 区 
大刀洗校区 

菊池校区 

大刀洗町役場 

 
大刀洗支所 

現在受給者の切替日程 



投
票
で
き
る
人

・
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和
62
年

７
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

・
大
刀
洗
町
に
転
入
の
届
出
を
し
た
日
か

ら
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
大
刀
洗
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
平
成
19
年
４
月
11
日
ま
で
に
転
入
の
届

出
を
し
た
人
）

※
転
入
さ
れ
た
方
で
、
平
成
19
年
４
月
12

日
以
降
に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
所

・
第
１
投
票
所
　
憩
い
の
園
大
堰
交
流
セ

ン
タ
ー
（
冨
多
・
菅
野
・
高
食
・
床

島
・
鳥
飼
・
西
原
・
守
部
）

・
第
２
投
票
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
東
本
郷
・
南
本
郷
・
西
本
郷
・
甲

条
・
春
日
・
西
栄
田
・
栄
田
・
稲
数
）

・
第
３
投
票
所
　
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
中
川
・
高
樋
・
上
高
橋
・

今
・
鵜
木
・
下
高
橋
）

・
第
４
投
票
所
　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

（
山
隈
・
西
大
刀
洗
・
北
鵜
木
・
北
山
隈
）

※
投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
何
ら
か

の
用
事
に
よ
り
、
投
票
日
（
７
月
29
日
）

に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

次
の
要
領
で
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間

７
月
13
日
（
金
）
〜
７
月
28
日
（
土
）

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

ぬ
く
も
り
の
館
大
刀
洗
　
Ａ
・
Ｂ

会
議
室

必
要
な
も
の

投
票
所
入
場
券
（
未
着
の

場
合
は
本
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き

る
も
の
）

○
病
気
等
で
入
院
さ
れ
て
い
る
方
、
施
設

等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
施
設
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
院
も
し
く
は

入
所
さ
れ
て
い
る
施
設
の
方
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

（
投
票
で
き
る
の
は
、
指
定
さ
れ
た
施

設
に
限
り
ま
す
。）

○
出
張
、
学
業
等
で
他
市
区
町
村
に
滞
在

中
の
方
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
不
在
者
投
票
は
、
投
票
に
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

（
内
線
１
０
４
・
１
０
５
）

平
成
19
年
５
月
23
日
付
け
で
溝
上
輝
行

さ
ん
（
冨
多
）
が
、
大
刀
洗
町
監
査
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
期
間
は
平
成

23
年
５
月
22
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

平
成
19
年
６
月
１
日
付
け
で
、
日
比
生

博
文
さ
ん
（
西
本
郷
）
が
、
農
業
共
済
組

合
よ
り
推
薦
さ
れ
大
刀
洗
町
農
業
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
大
刀
洗
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
２
名
程
度
・
保
健
師
１
名

受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
保
健
師
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
免
許
取

得
者
及
び
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
者

試
験
日
及
び
会
場

（
一
次
試
験
）

内
容

教
養
（
高
校
卒
程
度
）
・
適
性

検
査
試
験

期
日

９
月
16
日
（
日
）

会
場

県
立
小
郡
高
校

（
二
次
試
験
）

内
容

作
文
・
面
接

期
日

11
月
４
日
（
日
）

会
場

大
刀
洗
町
役
場

受
付
期
間

７
月
17
日
（
火
）
〜
８
月
17
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
17
日
必
着

試
験
案
内
及
び
申
込
書
の
配
付

７
月
10
日
（
火
）
よ
り
配
付

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
封

筒
（
角
形
２
号
、
１
２
０
円
切
手
添
付
、

返
信
先
記
入
）
を
同
封
し
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
庶
務
係

（
内
線
１
０
４
）

〒
８
３
０
・
１
２
９
８

三
井
郡
大
刀
洗
町
大
字
冨
多
８
１
９
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農
地
の
賃
貸
借
等
の
契
約
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

農
地
の
貸
し
借
り
を
さ
れ
る
場

合
は
、
農
業
委
員
会
で
利
用
権
設

定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
設
定
の
特
色

《
貸
し
手
》
の
メ
リ
ッ
ト

貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
く
れ

ば
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

再
設
定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
継

続
し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
借
り
手
》
の
メ
リ
ッ
ト

農
地
を
買
わ
ず
に
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
権
設
定
期
間
中
は
、
安
心
し
て

耕
作
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
再
設

定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
継
続
し
て

借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
き

利
用
権
設
定
の
申
請
を
さ
れ
る

方
は
、
貸
借
の
期
間
や
賃
借
料
な

ど
条
件
を
十
分
に
話
し
合
わ
れ
た

う
え
で
、
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

原
則
と
し
て
貸
し
手
と
借
り
手
の

両
者
が
そ
ろ
わ
れ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
に
は
、両
者

の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
19
年
11
月
末
で
利

用
権
設
定
の
期
間
が
満
了
す
る
貸

し
手
及
び
借
り
手
の
方
に
は
、
期

間
満
了
の
通
知
を
し
て
お
り
ま

す
。
再
設
定
を
さ
れ
る
場
合
も
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
さ
れ
た
利
用
権
設

定
は
、
今
年
度
か
ら
麦
作
付
の
関

係
に
よ
り
10
月
の
農
業
委
員
会
で

審
議
し
決
定
さ
れ
、
11
月
１
日
か

ら
の
設
定
と
な
る
予
定
で
す
。

農
業
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地

を
借
り
た
い
」、
ま
た
は
「
農
地

を
売
り
た
い
」「
農
地
を
買
い
た

い
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
農
家
の

方
は
、
農
業
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
貸
借
に
お
い
て
は
、
農

業
委
員
が
仲
介
を
し
ま
す
。

農
地
を
売
ら
れ
る
場
合

農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
等

（
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
）
に

よ
り
、
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を

売
ら
れ
た
場
合
に
は
、
譲
渡
所
得

に
つ
い
て
８
０
０
万
円
が
特
別
に

控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
に
申
し
出

て
、
農
地
の
買
入
協
議
制
度
に
よ

り
農
地
保
有
合
理
化
法
人
で
あ
る

福
岡
県
農
業
総
合
開
発
公
社
に
売

り
渡
さ
れ
た
場
合
は
、
１，

５
０

０
万
円
が
特
別
に
控
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
買
わ
れ
る
場
合

農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
等

（
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
）
に

よ
り
、
農
地
を
買
わ
れ
た
場
合
に

は
、
不
動
産
取
得
税
や
登
録
免
許

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

（
内
線
１
１
３
）

今
年
度
の
水
田
農
業
推
進
構
造

改
革
に
か
か
る
現
地
確
認
を
次
の

と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
農
家

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

７
月
17
日(

火)

大
堰
地
区

18
日(

水)

本
郷
地
区

19
日(

木)

大
刀
洗
地
区

20
日(

金)

菊
池
地
区

※
７
月
６
日(

金)

午
後
２
時
よ
り

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
展

示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
区
長
・

農
事
組
合
長
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
そ
の
会
議
で
営
農
計
画

書
・
立
札
を
お
渡
し
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
現
地
確

認
前
日
ま
で
に
転
作
水
田
に
立

札
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

農
事
組
合
長
は
、
事
前
に
転

作
対
象
水
田
の
場
所
を
確
認
さ

れ
、
当
日
の
確
認
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

農
政
課
農
政
商
工
係

(

内
線
１
１
６)
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こ
こ
数
年
ゲ
リ
ラ
的
な
集
中
豪
雨
が
降
り
、
全
国
各
地
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
つ
、
こ
の
よ
う
な
雨
が
私
達
の

街
に
襲
い
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
の
心
得
と
し
て
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

が
基
本
的
な
考
え
で
あ
り
、
十
分
な
事
前
対
策
が
必
要
で
す
。
非

常
持
ち
出
し
品
を
す
ぐ
手
に
と
れ
る
場
所
に
用
意
し
た
り
、
家
族

内
で
避
難
経
路
、
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
避
難
の
方
法
、
連
絡
方
法
は
？

・
身
近
な
所
に
危
険
箇
所
は
な
い
か
な
？

・
避
難
場
所
は
ど
こ
か
な
？

・
避
難
経
路
に
危
険
箇
所
は
な
い
か
な
？

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
は
？

集
中
豪
雨
と
は
？

短
時
間
の
う
ち
に
狭
い

地
域
に
集
中
し
て
大
量
の

雨
が
降
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
集
中
豪
雨
は
梅
雨
の

時
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

発
生
し
や
す
く
、
狭
い
地

域
に
限
定
し
て
起
こ
る
現

象
で
あ
る
た
め
、
予
測
が

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

※
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

普
段
か
ら
、
非
常
持
ち

出
し
品
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

□
　
飲
料
水
（
１
人
あ
た
り
３
R

必
要
）

□
　
食
料
（
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
類
）

□
　
携
帯
ラ
ジ
オ

□
　
懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
）

□
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
　
ロ
ウ
ソ
ク

□
　
ラ
イ
タ
ー

□
　
ナ
イ
フ
・
ロ
ー
プ

□
　
救
急
箱

□
　
貴
重
品
（
保
険
証
券
・
印

鑑
・
通
帳)

□
　
そ
の
他
（
軍
手
・
下
着
・
タ

オ
ル
な
ど
）
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５
月
27
日
（
日
）
町
内
全
域
で
「
春
の
環
境
美

化
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
程
が
前
後
し

た
行
政
区
も
あ
り
ま
す
が
、
約
２，

８
０
０
人
の

町
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
集
の
結
果
、
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
空
き
缶
や

空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
中
心
に
、
２
ｔ
車
３

台
分
の
ご
み
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

最
近
、
町
内
で
油
流
出
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

河
川
・
水
路
な
ど
へ
の
油
の
流
出
は
、

魚
や
水
鳥
な
ど
自
然
環
境
に
致
命
的
影
響

を
与
え
る
ば
か
り
か
、
上
水
道
が
取
水
で

き
な
く
な
る
な
ど
社
会
生
活
の
上
で
も
重

大
な
事
態
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
発
生
す
る
国
・
県
・
町
の

膨
大
な
対
応
経
費
は
、
原
因
者
に
請
求
さ

れ
ま
す
。

油
に
限
ら
ず
有
害
な
物
質
が
流
出
し
な
い

よ
う
万
全
の
防
止
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

役
場
に
集
積
さ
れ
た
粗
大
ご
み
等

（
不
法
投
棄
は
犯
罪
と
な
り
ま
す
。

こ
の
状
況
に
、
廃
棄
し
た
人
の
モ

ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。）

同
じ
く
集
積
さ
れ
た
、
空
き
缶
や

空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
山

▲　排水路へ油流入に保
健所･消防署･役場が出
動。オイルフェンス設置
対応。

▼　排出口からの油流出
にオイルフェンスを設置。
油吸着マットを投入して
対応。



も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
日
頃
、
み
ん
な
の

家
か
ら
出
る
ご
み
が
ど
う
や
っ
て
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
か
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
何
な
の
か
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
、
私

達
の
生
活
を
見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
に
し

ま
し
ょ
う
。

探
検
日

【
第
一
回
】

期
日

８
月
２
日
（
木
）

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
筑
紫
口

集
合
時
間

午
前
９
時
30
分

解
散
予
定

午
後
４
時
30
分

【
第
二
回
】（
博
多
駅
も
し
く
は
折
尾
駅
で
解

散
集
合
で
き
ま
す
）

期
日

８
月
９
日
（
木
）

①
集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
博
多
駅
筑
紫
口

集
合
時
間

午
前
10
時
20
分

解
散
予
定

午
後
５
時
35
分

②
集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
西
口

集
合
時
間

午
前
11
時
40
分

解
散
予
定

午
後
４
時
15
分

探
検
内
容

○
施
設
見
学

第
一
回
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
（
㈱
環
境
開
発
）

糸
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
ご
み
溶
融
処
理
施
設

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
二
回
　
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン

・
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

・
Ｏ
Ａ
機
器
リ
サ
イ
ク
ル

○
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
講
話
等

対
象

県
内
在
住
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

関
心
の
あ
る
親
子

※
お
子
様
に
つ
い
て
は
小
学
校
４
〜
６
年

生
と
し
ま
す
。

人
員

各
回
40
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

無
料
（
出
発
地
ま
で
と
解
散
後

の
交
通
費
は
自
己
負
担
）

※
弁
当
、
飲
物
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
ま
た
はE

-m
ail

で

「
リ
サ
イ
ク
ル
親
子
探
検
隊
希
望
」
と
書

き
、
①
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
②
性
別
、

③
年
齢
及
び
学
年
、
④
住
所
、
⑤
電
話

番
号
、
⑥
希
望
の
回
を
記
入
の
上
申
込

く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、
返
信
欄
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
７
月
13
日
必
着
の
こ
と

申
込
先

〒
８
１
２
・
８
５
７
７
（
住
所

は
記
入
不
要
。
郵
便
番
号
で
Ｏ
Ｋ
！
）

福
岡
県
庁
循
環
型
社
会
推
進
課
宛

E
-m
ail:recycle@

pref.fukuoka.lg.jp

問
合
せ
先

福
岡
県
庁
循
環
型
社
会
推
進
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
７
１

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

近
年
、
犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と
し
て
社

会
の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
14
年
の
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
た
後
、
現
在
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
そ
の
数
は
依
然
と
し
て
高
水

準
で
推
移
し
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
す
。
特
に
、
再
犯
者
人
員
及
び
再
犯

率
は
、
近
年
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
情
勢
の
背
景
と
し
て
、
家
庭
や
学

校
に
お
け
る
躾

し
つ
け

教
育
の
問
題
の
ほ
か
、
都

市
化
に
伴
う
近
隣
住
民
の
人
間
関
係
の
希

薄
化
に
よ
っ
て
地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑

止
す
る
力
が
衰
退
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
中
に
県
下
で
検
挙
補
導
さ
れ

た
刑
法
犯
少
年
は
８，

７
７
９
人
で
、
前

年
と
比
べ
て
２
０
０
人
（
２
・
２
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
、
大
阪
、
神
奈

川
に
次
い
で
、
第
４
位
と
依
然
と
し
て
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
10
歳
か
ら

19
歳
ま
で
の
少
年
人
口
１，

０
０
０
人
当

た
り
に
占
め
る
刑
法
犯
少
年
の
割
合
（
非

行
者
率
）
は
、
１
６
・
７
人
で
全
国
第
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ナ
ー
等
の
乱

用
に
よ
り
検
挙
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
７

年
連
続
で
全
国
第
１
位
と
な
る
な
ど
、
少

年
へ
の
薬
物
汚
染
も
依
然
と
し
て
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
検
挙
補

導
人
員
の
う
ち
、
少
年
は
そ
の
約
４
割
を

占
め
、
車
上
ね
ら
い
や
自
転
車
盗
な
ど
、

街
頭
に
お
け
る
犯
罪
は
、
そ
の
約
７
割
を

占
め
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社

会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

を
し
た
少
年
の
更
生
を
促
す
場
も
地
域
社

会
で
す
。
そ
の
更
生
に
は
、
本
人
の
意
欲

や
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
少
年
非
行
の
実
態

を
認
識
し
、
地
域
環
境
の
浄
化
に
心
が
け
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年

の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で
見
守
り
つ
つ
、

援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

《
統
一
標
語
》

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

久
留
米
保
護
区
保
護
司
会

大
刀
洗
町
保
護
司
会

問
合
せ
先

福
岡
保
護
観
察
所

1
０
９
２
・
７
６
１
・
６
７
９
９
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期
間

５
月
〜
８
月
（
５
月
の
集
団
検

診
を
受
け
た
方
は
重
複
受
診
で
き
ま

せ
ん
）

対
象
者

20
歳
以
上
女
性

料
金

１，

０
０
０
円
（
70
歳
以
上
の

方
は
、
５
０
０
円
）

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
。

受
診
す
る
に
は

大
刀
洗
町
住
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ

さ
い
。
受
診
票
等
は
病
院
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

生
後
６
カ
月
未
満
に
１
回
受
け
て
く

だ
さ
い
。
大
刀
洗
町
内
の
医
療
機
関
の

み
（
要
予
約
）
で
接
種
で
き
ま
す
。
接

種
開
始
年
齢
は
お
お
む
ね
３
カ
月
か
ら

で
す
。
生
後
６
カ
月
を
す
ぎ
ま
す
と
、

任
意
の
予
防
接
種
と
な
り
、
費
用
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
３
カ
月
未
満
で
も
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
先
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん
が
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
を
う
け
る
と
全
身

性
Ｂ
Ｃ
Ｇ
感
染
症
に
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
先
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
は
ご
く
ま
れ
な
も
の
で
す
が
、

生
後
３
カ
月
頃
ま
で
に
診
断
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
を
受

け
て
お
お
む
ね
３
カ
月
か
ら
の
接
種

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

生
活
機
能
低
下
の
早
期
発
見
に
重
点

を
お
い
た
「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
が
始

ま
り
ま
す
。

お
た
っ
し
ゃ
健
診
と
は
？

簡
単
な
質
問
と
医
師
の
診
察
に
よ

り
、
老
化
の
サ
イ
ン
（
つ
ま
ず
き
や
す

い
・
転
び
や
す
い
・
物
忘
れ
な
ど
）
を
早

期
に
発
見
し
ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
っ

て
、
体
力
の
低
下
や
認
知
症
な
ど
を
予

防
・
改
善
す
る
た
め
の
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

対
象
者

70
才
以
上
の
方

健
診
期
間

７
月
〜
11
月
　

実
施
場
所

町
内
医
療
機
関

健
診
料

無
料

健
診
内
容

・
問
診（
生
活
機
能
に
関
す
る
25
項
目
）

・
身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
）

・
血
圧
測
定

・
視
診
（
口
腔
内
含
む
）

・
触
診
（
関
節
含
む
）

・
打
聴
診

受
診
方
法

町
内
医
療
機
関
に
て
、
受
診
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
健
康
保
険
証
等
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

三
種
混
合
予
防
接
種
Ⅰ
期
の
３
回
は

接
種
間
隔
を
３
〜
８
週
間
あ
け
て
３
回

皮
下
注
射
し
ま
す
。
こ
の
間
隔
を
守
ら

な
い
と
法
定
外
の
予
防
接
種
と
な
り
ま

す
。
免
疫
効
果
を
高
め
る
た
め
に
も
左

記
期
間
の
間
隔
を
守
り
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
と
な
っ
て
発

症
す
る
子
宮
頸け

い

が
ん
は
、近
年
わ
が
国
に

お
い
て
若
年
層
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
刀
洗
町
も

20
才
以
上
の
女
性
を
対
象
に
８
月
ま
で

左
記
病
院
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
為
に

も
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

広報たちあらい H19.７ 10

「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」

始
ま
り
ま
す
！

〜
あ
な
た
の
イ
キ
イ
キ
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

三
種
混
合
予
防
接
種
の

受
け
方
に
つ
い
て

予防接種法による三種混合の受け方

Ⅰ期１回目 Ⅰ期２回目 Ⅰ期３回目 Ⅰ期追加

３～８週間あける ３～８週間あける ６か月以上あける

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
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毎
月
第
２
水
曜
日
の
園
庭
開
放

は
、「
お
弁
当
の
日
」
で
す
。
午
前

中
、
本
郷
保
育
所
の
園
庭
で
思
い
切

り
遊
ん
だ
後
、
ち
ゃ
お
で
友
だ
ち
と

一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ
ま
せ
ん
か
。

食
後
は
絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
午
後

１
時
30
分
ま
で
過
ご
し
ま
す
。
な
お
、

午
前
中
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、保
護

者
の
急
な
用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

求
職
な
ど
の
理
由
で
一
時
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
登
録
・
予
約

が
必
要
で
す
が
、
登
録
す
れ
ば
い
つ

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

広
場
ち
ゃ
お

午
前
10
時
〜
正
午

・
園
庭
開
放

(

７
日
・
11
日
・
21
日
・
25
日)

本
郷
保
育
所
の
園
庭
で
遊
び
ま

す
。

・
親
子
あ
そ
び(

４
日
・
18
日)

絵
を
描
こ
う

・
ほ
っ
と
タ
イ
ム(

６
日
・
20
日)

離
乳
食
や
食
育
、
子
育
て
に
つ
い

て
気
に
な
る
こ
と
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。(

栄
養
士
・
保
育
士)

・
ベ
ビ
ー
ち
ゃ
お(

13
日
・
27
日)

生
後
８
カ
月
ぐ
ら
い
ま
で
の
乳
児

を
対
象
と
し
、
お
っ
ぱ
い
や
ミ
ル

ク
、
発
育
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま

す
。(
助
産
師
・
保
健
師)

広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ(
毎
週
火
曜
日)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

親
子
あ
そ
び(
体
操
・
手
あ
そ

び
・
絵
を
描
こ
う)

※
８
月
に
は
、
１
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
中
で
す
。

No.10

7月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

ちゃお 

ちゃお 

ちゃお 
園庭開放 

 

ちゃお 

ちゃお ほっとタイム 
（栄養・子育て） 

ちゃお 

園庭開放 

ちゃお 

園庭開放 

お弁当の日 

ちゃお 
園庭開放 

ちゃお 

お話し会 
親子遊び 

ちゃお 

お話し会 
親子遊び 

ベビーちゃお 
（生後8ヶ月まで） 

ほっとタイム 
（栄養・子育て） 

ベビーちゃお 
（生後8ヶ月まで） 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

子育て 
相談 

海の日 

ぐるりんぱ 
（大） 

ぐるりんぱ 
（就） 

ぐるりんぱ 
（南） 

ぐるりんぱ 
（本） 

(大)大堰交流センター (就)就業改善センター
(南)南部コミュニティセンター (本)本郷保育所ホール

お弁当の日

（
本
郷
保
育
所
横
）

◆材料（１人分）
豚肉薄切り肉 70g
レタス 1枚
たまねぎ 40ｇ
にんじん 15ｇ
青じそ 2枚
レモン（くし形） 1切れ

梅酒ドレッシング
梅酒の梅（みじん切り）

1/2コ
しょうが（すりおろし）

小さじ1/3
梅酒 大さじ1/2
しょうゆ 大さじ1/2
米 酢 大さじ1/3
トマトケチャップ

大さじ1/3
サラダ油 大さじ1/3

◇作り方
①鍋に湯を沸かし、豚肉を1枚ずつ入
れて茹でる。色がかわったら、水け
をきりながらざるにあげ、粗熱がと
れるまで少しおく。
②レタスは一口大にちぎる。トマトは
食べやすい大きさに切る。にんじん
はせん切りにして茹で、たまねぎは
薄切り、青じそは縦に半分にしてせ
ん切りにする。
③Ａの梅酒ドレッシングの材料を合わ
せる。
④ボウルに豚肉、トマト、レタス、②
のにんじん、たまねぎ、青じその順
に加えてザックリと混ぜ、器に盛り、
くし形に切ったレモンを添える。

一口メモ
子どもさんのいる家庭では、しょう

がとサラダ油以外のドレッシングの材
料を合わせて火にかけ、アルコールを
とばしてから使うとよい。
豚肉は完全に火を通してから引き上

げる。

梅はクエン酸やリンゴ酸を多く含み、防腐効果、食欲増進、整腸作用、殺菌作用があります。

夏バテしている人も梅酒甘酢の香りでいっぺんに元気回復しましょう。

ゆで豚梅酒ドレッシング

ヘルシー料理

Ａ
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図
書
館
で
は
、
夏
休
み
の
宿
題
を

が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
ま

す
。
読
書
感
想
文
は
も
ち
ろ
ん
、
課

題
学
習
・
自
由
研
究
・
工
作
や
調
べ

も
の
等
の
お
手
伝
い
な
ど
も
し
ま

す
。
夏
休
み
が
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、

本
の
種
類
も
少
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
図
書
館
へ
ど
う
ぞ
。

今
年
で
３
回
目
に
な
る
夏
休
み
絵

本
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
夏
休
み

の
思
い
出
作
り
に
い
か
が
で
す
か
。

対
象

小
学
５
・
６
年
生

た
だ
し
、
４
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
な
ら
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

７
月
25
日(

水)午
前
９
時
〜
正
午

場
所

大
刀
洗
町
立
図
書
館

定
員

８
名

応
募
方
法

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
込
用
紙
で
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ま
す
。

（
小
学
校
低
学
年
）

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く

ら
く
／
西
本
　
鶏
介

・
ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ
う
し

ま
す
」
／
薫
　
く
み
こ

・
ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ
／

カ
ー
ル
・
ノ
ラ
ッ
ク

・
は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い

る
／
姉
崎
　
一
馬

（
小
学
校
中
学
年
）

・
り
ん
ご
あ
げ
る
ね
／
さ
え
ぐ
さ

ひ
ろ
こ

・
ピ
ト
ゥ
ス
の
動
物
園
／
サ
バ
ス

テ
ィ
ア
・
ス
リ
バ
ス

・
ゆ
り
か
ご
は
口
の
中
／
桜
井
　
淳

史
・
干
し
柿
／
西
村
　
豊

（
小
学
校
高
学
年
）

・
七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
わ
す
れ
も

の
／
島
村
　
木
綿
子

・
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！
／
ピ
ー

ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

・
平
和
の
種
を
ま
く
／
大
塚
　
敦
子

・
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
冒

険
だ
／
野
口
　
健

（
中
学
校
）

・
レ
ネ
ッ
ト
／
名
木
田
　
恵
子

・
一
億
百
万
光
年
先
に
住
む
ウ
サ

ギ
／
那
須
田
　
淳

・
世
界
一
お
い
し
い
火
山
の
本
／
林

信
太
郎

（
高
校
生
）

・
ぼ
く
た
ち
の
砦
／
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

レ
ア
ー
ド

・
て
の
ひ
ら
の
中
の
宇
宙
／
川
端

裕
人

・
泣
き
虫
し
ょ
っ
た
ん
の
奇
跡
／
瀬

川
　
晶
司

（
一
般
書
）

「
カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で
」
上
・
下
巻

重
松
　
清
　
著

肺
の
腫
瘍
は
、
や
は
り
悪
性
だ
っ

た
―
。
限
ら
れ
た
生
の
時
間
の
な
か

で
、
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
俊
介
。

幼
な
じ
み
と
の
再
会
を
果
た
し
、
過

去
の
痛
み
を
受
け
と
め
た
俊
介
は
、

最
後
の
旅
に
出
る
―
。

人
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
渾
身
の
魂

を
込
め
て
描
き
き
る
長
編
小
説
。

講
談
社
　
刊

（
児
童
書
）

「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
…

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
夢
」

チ
ャ
ン
ス
の
会
　
編
訳

小
さ
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
心
で
見
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
家
が
な

い
子
、
家
族
と
離
れ
離
れ
の
子
、
虐
待
を
受

け
続
け
る
子
、
物
乞
い
を
し
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
子
…
。

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
。
学
校
へ
行
っ

て
勉
強
を
し
た
い
…
。

岩
崎
書
店
　
刊

あいさつはなかまのしるし／高見　のっぽ
すいぞくかんだいすき／ディック・ブルーナ
ハッピーフィート踊るペンギン大図鑑／飛鳥新社
おかあさんとさくらの木／柴　わらし
あおいかさ／いしい　つとむ
いのちのおはなし／日野原　重明
時をかける少女　アニメ版／筒井　康隆
10歳からのルール100／さとう　ゆり
ひと目でわかる少年野球のルール／成美堂出版
クロニクル千古の闇３　魂食い

／ミシェル・ペイヴァー

児

童

書

長野殺人事件／内田　康夫
夜想／貫井　徳郎
銀しゃり／山本　一力
抹殺／東　直己
氷の華／天野　節子
子ども力×母親力 子育てホット・トーク

／明橋　大二
「そ・わ・か」の法則／小林　正観
カンブリア宮殿村上龍×経済人／村上　龍
「長生き人生」の優先順位／日野原　重明
大学卒業までに必要な「子どもにかかる」お金

／オレンジページ
合計264冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

7/1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31 8/1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 
毎週土曜日午後2時～2時30分 
お話会開催！ 

7月・8月の休館日 

夏
休
み
の
宿
題
は

早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
!!

夏
休
み
〝
自
分
だ
け
の
絵
本
〞

作
り
教
室
　
参
加
者
募
集
！

第
53
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書



全
て
の
事
業
所
等
に
お
い
て
26
・
２
℃
か
ら
28
・
０
℃
に

１
・
８
℃
上
げ
る
と
、
ひ
と
夏
で
最
大
２
９
０
万
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
（

）
が
削
減
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
及
び
電
気
代
の
抑
制
や
ク
ー
ラ
ー

病
を
防
ぐ
な
ど
健
康
上
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
庁
舎
で
も

冷
房
の
温
度
を
28
・
０
℃
に
設
定
し
、
次
の
期
間
を
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
で
の
執
務
を
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
間

６
月
１
日
〜
９
月
30
日
及
び
エ
ア
コ
ン
稼
働
日

服
装

開
襟
シ
ャ
ツ
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

13 H19.７ 広報たちあらい

日
時

７
月
20
日(

金)

午
後
７
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

会
場

甘
木
・
朝
倉
市
町
村
会
館
（
希
声
館
）

朝
倉
市
甘
木
８
７
３
・
３

1
０
９
４
６
・
２
２
・
２
０
３
８

内
容

県
が
管
理
を
し
て
い
る
河
川
の
中
で
、
朝
倉
市
や
東

峰
村
の
河
川
と
大
刀
洗
町
の
小
石
原
川
を
今
後
ど
の
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
か
な
ど
、
将
来
へ
の
川
づ
く
り
に
つ
い

て
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。
川
に
興
味
の
あ
る
方
大
集

合
！

問
合
せ
先

福
岡
県
朝
倉
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
課

1
０
９
４
６
・
２
２
・
９
８
８
５

前回は、「L」字型というか「長靴」を横にした

ような奇妙な形の石室をもった、本郷鶯塚1号墳に

ついての話でしたが、同じような石室を持つ古墳が

１号墳から南に約50ｍ離れたところで、新たに発

見され、本郷鶯塚３号墳と名づけられました。石室

の特徴もしかることながら、この石室からは、ガラ

ス玉や鉄製のやじり・小刀などの副葬品（死者への

供え物や身に着けていた物）に混じって、南方の海

でしか生息しない「ゴホウラ」という巻貝の殻を加

工した「貝輪」が出土しました。古墳からの「貝輪」

の出土例は、筑後平野を中心に日向（宮崎県）地方

や朝鮮半島での20例ほどしかなく大変貴重な品で

す。このことから、「貝輪」を持つ古墳の主は、貴

重な品をわが物にすることができた、特別な役割を

果たした人物と考えられます。鶯塚の古墳群に葬ら

れた主たちと、主たちを支えた人々は、本郷を拠点

とし、どんな役割と活躍をしていたのでしょう。

たちあらい 

第15回 古墳時代の大刀洗（２）

本郷鶯塚３号墳の石室。「Ｌ」字形というか「長靴」を横
にたおした形の石室。下が出入り口、上が遺体を安置する
玄室。この形の石室は本郷しかない。

出土した貝輪とその原料のゴホウラ貝。ゴ
ホウラ貝は暖かい海にしか生息しない。

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
　
役
場
で
も
ク
ー
ル
・
ビ
ズ

筑
後
川
中
流
平
野
右
岸
圏
域
河
川
整
備
計
画
に

伴
う
住
民
説
明
会
に
つ
い
て

CO2



桜
づ
つ
み
公
園
は
、
平
成
９
年
に
小
石

原
川
改
修
工
事
と
併
せ
て
河
川
公
園
整
備

が
行
わ
れ
、
桜
の
木
を
植
え
て
小
石
原
川

を
含
む
一
体
的
な
公
園
と
し
て
完
成
し
ま

し
た
。

ト
イ
レ
や
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る

た
め
、
近
所
の
人
々
の
散
歩
コ
ー
ス
や
ト

イ
レ
休
憩
所
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

４
月
よ
り
堤
防
の
上
端
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
土
地
を
耕
し
、
花
を
植
え
ら
れ
た
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

仮
称
『
菅
野
区
植
栽
女
性
同
好
会
』

会
員
は
、
菅
野
地
区
の
Ｊ
Ａ
み
い
女
性

部
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、
稗
田
区

長
、
中
村
議
員
と
女
性
の
有
志
９
名
で
す
。

菅
野
区
を
き
れ
い
に
す
る
目
的
で
、
平

成
19
年
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
前

は
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
家
の
前
や
道
路
沿
い

に
花
を
植
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ミ

ニ
デ
ィ
を
通
し
て
知
り
合
い
、
グ
ル
ー
プ

と
し
て
「
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
意

気
投
合
し
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
桜
づ
つ
み
公
園
や
県
道
鳥
栖
朝

倉
線
の
堤
防
斜
面
の
草
刈
り
や
花
を
植
え

る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
植
栽
し
た
花
は
、
コ
ス
モ
ス
、
バ
ー

ベ
ナ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
百
日
草

な
ど
15
種
類
の
花
苗
を
植
え
て
い
ま
す
。

先
日
、
公
園
で
昼
食
会
を
開
く
な
ど
会

員
11
名
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
活
動

内
容
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
事
を
み
ん
な

で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
地
区
を
通
る
と
、
家
の
前
や
道
路

沿
い
に
花
が
咲
い
て
い
る
き
れ
い
な
集
落

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
堰
神
社
東
側
を
流
れ
る
小
石
原
川
左

岸
に
お
け
る
堤
防
の
天
端
部
分
で
、
桜
の

木
と
の
間
に
15
種
類
の
様
々
な
愛
ら
し
い

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
江
戸
橋
を
渡
る
時

に
見
え
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

※
公
園
担
当
者
と
し
て
は
、
地
域
の
方
々

の
自
主
的
な
活
動
に
よ
り
、
従
来
の
公

園
が
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
公
園
に
変
わ

り
、
改
め
て
「
地
域
の
力
」
の
す
ご
さ

に
感
心
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ

う
な
「
地
域
の
力
」
で
町
内
の
至
る
所

で
き
れ
い
な
花
畑
が
で
き
れ
ば
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

広報たちあらい H19.７ 14

耕耘機で耕した後、多数の石や根を除去

各自持ち込んだ花苗を植えてます

団
体
名

活
動
内
容

花
の
種
類

お
知
ら
せ

今
後
の
活
動
方
針



５
月
27
日
（
日
）
久
留
米
市
百
年
公
園

横
の
筑
後
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
筑
後
川

に
隣
接
す
る
久
留
米
市
、
小
郡
市
、
う
き

は
市
、
大
刀
洗
町
及
び
県
南
広
域
消
防
組

合
な
ど
の
合
同
に
よ
る
水
防
演
習
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
各
地
域
の
消
防

団
総
勢
２
４
５
人
が
参
加
し
て
、
出
水
期

に
備
え
洪
水
等
に
対
処
す
る
た
め
、
演
習

場
を
河
川
敷
に
構
え
て
、
災
害
を
想
定
し
、

状
況
に
応
じ
た
工
法
な
ど
を
実
演
し
ま
し

た
。

15 H19.７ 広報たちあらい

堤防が洗掘された時に行なう
・シート張工法（▲上載）
・水防マット工法（▼下載）

越
水
し
た
内
水
を
ポ
ン
プ
車
で
河
川
へ
戻
し

ま
す
。
な
ん
と
１
分
間
に
、
60

の
内
水
を

排
出
し
ま
す
。

堤
防
な
ど
の
崩
壊
を

防
ぐ
竹
柵
工
法

亀
裂
拡
大
を
防
ぐ
五
徳
縫
い
工
法

▲漏水の拡大を防ぐ
月の輪工法



広報たちあらい H19.７ 16

若葉が鮮やかな５月11日（金）83名の入学者を迎え、平成19年度

わかば大学（高齢者学級）を開講しました。平田町長をはじめ、中島

議長、大賀公民館長から、若さとは、色々なことに興味を持ったり、

感動したりする心であり、更にチャレンジする喜びであること、そん

な若さをいつまでも持ち続けてほしいと励ましのことばをいただきま

した。

開講式を終えた会場は、学級生のみなさんの向学心に燃えた意気込

みに包まれ、熱くなるのを感じました。

わかば大学開講式

一生懸命作った水ロケット遠くまで飛んでゆけ！

役場前の道路において交通安全啓発

大きいにんじん取ったよ～

５月11日（金）～20日（日）まで「春の交通安全運動」が実施

されました。大刀洗町でも５月16日（水）役場前の県道（鳥栖朝

倉線）において、小郡警察署、大刀洗町交通安全協会の指導のも

と、交通安全運動のタスキを掛け、車両で通行する方々に安全運

転を呼びかけました。

みなさんも常日頃より十分注意を払い、安全運転を心がけましょう。

春の交通安全セーフティステーション

６月10日（日）に中央公民館チャレンジ教室（全学年）の26

名が参加して、ペットボトルで水ロケットを作って、町役場駐車

場で飛ばしました。

この日は、あいにくの向かい風が吹いていましたが、庁舎近くま

で飛ぶものもあって、みんな嬉しそうにチャレンジしていました。

ペットボトルで水ロケット作りにチャレンジ

６月12日（火）に西原（平塚正　さん）の畑で大堰保育所の園児

によるにんじん掘りが行われました。

みんな、真っ赤で大きなにんじんを引き抜き大満足！お友達と大

きさのくらべっこ！帰りには平塚さんより「給食で使ってください。」

とカゴいっぱいの立派なにんじんを頂きました。最後にみんなでお

礼のご挨拶をしました。

にんじん掘り



17 H19.７ 広報たちあらい

６月12日（火）大刀洗小学校のプール開きが行なわれました。

３時間目の授業は１年生と６年生の合同授業です。初めに校長先生

から、水泳で注意し学んで頂きたいこととして、「命を守る」「体を鍛

える」の二つのことについて話をされました。

初めてのプールに心細い１年生は、６年生と手をつなぎ色々なゲー

ムをがんばりました。

プール開き

力を合わせてのバトンリレー

今後の消防活動などで活躍します

本町消防団の県民火災共済募集成績が３年連続で優秀の評価を

受けたことにより表彰を受けました。

これにより福岡県民火災共済生活共同組合より消防指令車が贈

呈されました。

消防指令車が贈呈されました

あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
毎

日
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
「
わ

た
し
」
を
「
ま
わ
り
」
を
見
つ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？
今
ま
で
と
違
う
自
分

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
求
め
て
、

話
を
聞
い
た
り
、
劇
を
見
た
り
…
そ

ん
な
「
会
」
を
次
の
よ
う
に
企
画
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
費

無
料

※
手
話
通
訳
・
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

（
１
回
目
）

日
程

７
月
12
日
（
木
）

午
前
10
時
〜

内
容

男
女
共
同
参
画
っ
て
ど
ん

な
こ
と
？

講
師

福
岡
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

あ
す
ば
る
館
長

中
嶋
玲
子
氏

会
場

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
展
示

ホ
ー
ル

（
２
回
目
）

日
時

11
月
１
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜

内
容

地
元
を
元
気
に
す
る
に
は

講
師

（
有
）
ぶ
ど
う
畑

代
表
取
締
役
　
新
開
玉
子
氏

会
場

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

（
３
回
目
）

日
時

12
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

内
容

（
劇
）
家
族
や
夫
婦
の
あ

り
方

講
師

た
が
わ
21
女
性
会
議
の

み
な
さ
ん

会
場

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

主
催

福
岡
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

連
絡
先
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
（
江
下
）

1
７
７
・
２
６
７
０

福
岡
県
で
は
、
平
成
19
年
度
狩
猟

免
許
（
網
・
わ
な
猟
免
許
、
第
１
種

銃
猟
免
許
、
第
２
種
銃
猟
免
許
）
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
日

８
月
17
日
（
金
）

試
験
会
場

福
岡
県
朝
倉
総
合
庁
舎

申
込
・
問
合
せ
先

朝
倉
農
林
事
務
所
　
総
務
課

1
０
９
４
６
・
２
２
・
２
７
３
０

《お詫びと訂正》

平成19年6月号（7ページ）本郷小学校こいのぼりの記事に下記の

文語の誤りがありました。深くお詫びいたします。

誤　特別学童生 正　特別支援学級



５
月
19
日
（
土
）
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
大
刀
洗
町
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
春
の
交
通
安
全
運
動
期

間
中
に
開
催
し
て
お
り
、
急
激
に
増
加
し

て
い
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
撲
滅
を
テ
ー
マ
に
、
小
郡
警
察
署
交

通
課
及
び
交
通
安
全
協
会
か
ら
の
指
導
の

後
、
参
加
者
１
６
５
名
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
休
憩
時
に
は
警
察
署
の
方
と

身
近
に
話
し
合
う
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
日
頃
か
ら
交
通
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

※
結
果
発
表

優
勝
　
原
山
義
康
（
北
鵜
木
）

２
位
　
飯
田
治
夫
（
南
本
郷
）

３
位
　
今
泉
尚
三
（
下
高
橋
）

５
月
13
日
（
日
）
本
郷
小
学
校
に
お
い

て
居
合
道
の
福
岡
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、

戸
山
流
居
合
道
大
刀
洗
支
部
よ
り
選
手
12

名
、
役
員
３
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
成
績
（
本
町
関
係
の
み
）

（
個
人
戦
）

・
二
段
以
下
の
部

優
勝
　
井
上
大
志

三
位
　
奥
田
義
行

・
四
段
以
下
の
部

二
位
　
松
本
格

・
五
〜
六
段
の
部

三
位
　
原
敏
文

（
団
体
戦
）

三
位
　
大
刀
洗
Ａ

（
井
上
大
志
・
松
本
格
・
原
敏
文
）

※
部
員
募
集

少
年
、
少
女
、
男
女
ま
た
経
験
を
問

わ
ず
新
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
左
記
に
て
練
習
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

「
先
ず
は
見
て
体
験
し
て
見
る
が
一
番
」

日
時

毎
週
金
曜
日
（
午
後
８
時
よ
り
）

場
所

大
刀
洗
町
武
道
館
２
Ｆ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
は

大
刀
洗
支
部
ま
た
は
福
岡
県
連
盟
と
し

て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
係
が
対
応
し

ま
す
。
た
だ
し
、
夜
間
に
限
り
ま
す
。

（
大
刀
洗
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://toyam
aft.at.in

foseek.co.jp/

問
合
せ
先

練
習
場
責
任
者
　

大
刀
洗
支
部
長
　
森
光
登

1
７
７
・
０
１
１
１

期
日

８
月
26
日
（
日
）

会
場

ア
ク
シ
オ
ン
福
岡(

福
岡
市)

申
込
先

生
涯
学
習
課

1
７
７
・
２
６
７
０

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
隣
組
回
覧
し
ま
す

の
で
、
競
技
種
目
を
確
認
の
う
え
、
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
・
中
学
生
は
各
学
校
に
て
申
込
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課1

７
７
・
２
６
７
０

開
催
日

10
月
７
日
（
日
）
雨
天
決
行

受
付

午
前
８
時
30
分
〜

各
ス
タ
ー
ト
15
分
前

開
会
式

午
前
10
時

会
場

ゆ
め
タ
ウ
ン
久
留
米
う
ら

久
留
米
市
新
合
川
１
丁
目

申
込
締
切

８
月
15
日
（
水
）

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

（
最
大
定
員
２，

０
０
０
名
に
よ
り
締
切
）

問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
藹
々
（
あ
い
あ
い
）

1
３
０
・
１
２
０
１

FAX
３
０
・
１
２
０
２
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春
の
交
通
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
４
回
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ

筑
後
川
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
７

in
く
る
め
参
加
者
募
集

第
50
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

夏
季
大
会(

水
泳)

参
加
者
募
集

警察官を交えて和気あいあいに

第
19
回
戸
山
流
居
合
道
福
岡
県
大
会



「春の運動会」

５月20日（日）大刀洗小学校、27日（日）大堰小学校において春の運動会が開催されました。
子どもたちは練習の成果を存分に発揮し、ダンスや組体操および応援合戦など一生懸命がんばっていました。

19 H19.７ 広報たちあらい

「春の運動会」

大刀洗小学校大堰小学校
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「
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
講
演
会
」

日
時

７
月
21
日(

土)

午
後
０
時
50
分
〜
４
時

（
開
場
　
正
午
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
３
・
１
・
７
）

入
場
料

無
料

内
容

（
第
一
部
）
午
後
０
時
55
分
〜

「
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
」

出
演
者
　
前
川
裕
美

（
第
二
部
）
午
後
２
時
〜

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
テ
ー
マ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
と
人
権
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

馬
場
周
一
郎

パ
ネ
ラ
ー
　
高
木
寛
・
平
岡
恭
正
・

市
場
敏
彦

問
合
せ
先

（
財
）
福
岡
県
人
権

啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
７
１

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
専
門
官

を
招
き
、相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時

７
月
27
日(

金)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

大
刀
洗
町
中
央
公
民
館

（
第
一
研
修
室
）

問
合
せ
先

久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

1
３
３
・
６
１
９
２

全
国
で
多
重
債
務
の
相
談
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
岡

県
弁
護
士
会
筑
後
部
会
は
多
重
債

務
の
無
料
相
談
を
開
始
し
ま
し

た
。

受
付

電
話
予
約
制

実
施
日
時
及
び
実
施
場
所

①
久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

・
実
施
日
時

月
・
水
曜
日(

祝
日
は
除
く)

午
後
１
時
〜
４
時

金
曜
日(

祝
日
は
除
く)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
実
施
場
所

筑
後
弁
護
士
会
館

(

久
留
米
市
篠
山
町
１
１
・
５)

②
八
女
・
柳
川
・
大
牟
田
及
び
う

き
は
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

従
来
の
有
料
法
律
相
談
と
と
も

に
、
多
重
債
務
の
無
料
相
談
も

開
始
し
ま
し
た
。詳
し
く
は
、久

留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で

問
合
せ
先

久
留
米
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

1
３
０
・
０
１
４
４

日
時

７
月
14
日(
土)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
　
展
示
ホ
ー
ル

内
容

家
族
の
絆
を
深
め
、
兄
弟

で
争
い
を
起
こ
さ
な
い
遺
言
と

相
続
の
方
法
を
わ
か
り
易
く
解

説

資
料
代

５
０
０
円

申
込
締
切

７
月
12
日(

木)

必
着

申
込
・
問
合
せ
先

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、「
遺
言
相
続
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
希
望
と
記
入

し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
８
３
０
・
０
０
０
１

久
留
米
市
小
森
野
５
丁
目
18
番

25
号

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
お
世

話
人
セ
ン
タ
ー
事
務
局

担
当
　
水
田

1
０
９
０
・
７
９
２
０
・
５
９
５
０

日
時

７
月
27
日(

金)

午
後
１
時
30
分
〜

（
約
１
時
間
30
分
）

場
所

サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
　

２
階
　
職
業
講
習
室

久
留
米
市
諏
訪
野
町

２
３
６
３
・
９

説
明
内
容

・
創
業
や
異
業
種
進
出
に
伴
っ

て
、
新
た
に
営
業
基
盤
の
強
化

に
役
立
つ
労
働
者
を
雇
い
入
れ

る
事
業
主
に
対
し
て
、
助
成
金

の
支
給
等
を
通
じ
て
の
支
援
を

行
な
う
。

・
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促

進
す
る
た
め
に
職
業
訓
練
等
の

能
力
開
発
を
体
系
的
か
つ
段
階

的
に
実
施
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
助
成
金
の
支
給
等
を
通
じ

て
の
支
援
を
行
な
う
。

申
込
先

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
福
岡
セ
ン
タ
ー
業
務
第

１
課
（
雇
用
管
理
第
二
係
）

1
０
９
２
・
２
６
２
・
２
１
１
３

FAX
０
９
２
・
２
６
２
・
２
２
２
０

高
齢
者
や
子
育
て
の
世
帯
の

住
み
替
え
を
公
的
相
談
窓
口
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

内
容

持
ち
家
を
活
か
し
た
住
み

替
え
相
談
、
公
的
民
間
を
問
わ

ず
住
み
替
え
先
情
報
の
提
供
、

住
み
替
え
に
係
る
資
金
計
画
な

ど
、
住
み
替
え
に
関
す
る
総
合

的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

８
月
８
日(

水)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

久
留
米
総
合
庁
舎
車
庫
棟

（
別
館
）
２
階
会
議
室

参
加
料

無
料
（
先
着
６
名
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報

バ
ン
ク
事
務
局
（（
財
）
福
岡

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
内
）

1
０
９
２
・
７
２
５
・
０
８
９
６

※
電
話
相
談
、
窓
口
相
談
は
平
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

年
金
相
談

多
重
債
務
無
料
相
談

「
平
成
！
遺
言
と
相
続
の
達
人
」

セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ト
１
・

遺
言
と
相
続
の
い
ろ
い
ろ

雇
用（
創
業
）・
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
制
度
等
説
明
会

（
無
料
）
開
催

福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替
え

情
報
バ
ン
ク
出
張
相
談
会
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日
時

７
月
28
日(

土)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
農
業
公
園

久
留
米
市
草
野
町
吉
木
３
３

対
象

小
学
生
の
子
供
と
そ
の
保

護
者

定
員

20
組
（
抽
選
）

当
事
者
に
は
詳
し
い
ご
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。

受
講
料

１，

５
０
０
円
（
一
組
）

み
そ
２
kg
持
ち
帰
り
有
り

申
込
期
間

７
月
２
日(

月)

〜
13

日(

金)

（
土
日
を
除
く
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
参
加
人
数
を
電
話
か
FAX

に
て

申
込
先

久
留
米
普
及
セ
ン
タ
ー

(

地
域
係)

1
４
７
・
５
１
０
１

FAX
４
７
・
５
１
０
５

主
催

女
性
農
村
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

お
得
な
６
枚
き
っ
ぷ
乗
車
券

に
キ
リ
ン
ビ
ア
フ
ァ
ー
ム
10
周

年
サ
ー
ビ
ス
券
を
セ
ッ
ト
に
し

た
商
品
を
発
売
い
た
し
ま
す
。

名
称
と
種
類

「
甘
鉄
に
乗
ろ
う

よ
!!
６
枚
き
っ
ぷ
」
乗
車
券

発
売
日

７
月
１
日
〜
９
月
30
日

う
り
ば

甘
鉄
甘
木
駅
・
甘
鉄
小

郡
駅

郵
送
申
込

〒
８
３
８
・
０
０
６
８

福
岡
県
朝
倉
市
甘
木
１
３
２
０

甘
木
鉄
道
株
式
会
社

※
返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手
を
貼

り
、
郵
便
小
為
替
ま
た
は
現
金

書
留
で
郵
送

数
量

１，

０
０
０
セ
ッ
ト
限
定

値
段
・
図
柄

６
枚
セ
ッ
ト
（
１，

０
０
０
円
）
表
紙
を
含
め
各
図

柄
７
枚
で
封
筒
入
り

特
典

運
賃
１，

２
０
０
円
分

を
１，
０
０
０
円
で
（
１
枚
２

０
０
円
×
６
枚
）
キ
リ
ン
ビ

ア
フ
ァ
ー
ム
10
周
年
サ
ー
ビ

ス
券
（
お
食
事
代
20
％
割
引
）

問
合
せ
先

甘
木
鉄
道

1
０
９
４
６
・
２
３
・
１
１
１
１

企
画

甘
木
線
推
進
協
議
会
・
甘

木
鉄
道
を
育
て
る
会

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
戦
時
資

料
展
を
開
催
し
ま
す
。焼
夷
弾
殻
、

軍
馬
用
の
防
毒
面
、
銃
弾
を
受
け

た
鉄
か
ぶ
と
、
軍
服
、
投
降
を
呼

び
掛
け
た
ビ
ラ
、
防
空
ず
き
ん
、

千
人
針
な
ど
当
時
の
貴
重
な
戦
時

資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
約
３
０

０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

図
書
・
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

日
時

８
月
10
日(

金)

〜
16
日

(

木)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

会
場

め
く
ば
ー
る
（
朝
倉
郡
筑

前
町
９
５
１
・
１
）

入
場
料

無
料

問
合
せ
先

福
岡
県
行
政
経
営
企
画
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
０
２
８

「
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
こ
の

最
低
賃
金
」

福
岡
県
最
低
賃
金
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
１
時
間
　
６
５
２
円

・
効
力
発
生
日

平
成
18
年
10
月
１
日

問
合
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

1
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８

受
付
期
間

７
月
17
日(

火)

〜
25
日(

水)

第
１
次
試
験

９
月
16
日(

日)

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日

〜
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

※
受
験
案
内
、
受
験
込
書
は
最
寄

り
の
裁
判
所
で
配
布

問
合
せ
先

福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
人
事
課

1
０
９
２
・
７
８
１
・
３
１
４
１

平
成
19
年
度
福
岡
県
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

試
験
日
時

10
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
開
始

試
験
会
場

久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ザ
（
久
留
米
会
場
）

受
験
手
数
料

１
２，

０
０
０
円

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
受
験
手

数
料
等
払
込
票
を
貼
付
し
、
役

場
下
水
道
課
に
提
出

申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

７
月
２
日(

月)

〜
７
月
13
日(

金)

申
込
書
の
配
布
・
受
付
及
び
問
合

せ
先下

水
道
課
（
内
線
１
２
７
）

採
用
人
員

消
防
吏
員
６
名
程
度

受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日

〜
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

第
１
次
試
験

試
験
日

10
月
14
日(

日)

試
験
会
場

大
原
中
学
校

試
験
内
容

・
筆
記
試
験（
教
養

試
験
、適
性
検
査
）・
体
力
検
査

第
２
次
試
験

第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験

合
格
者
に
対
し
て
行
な
い
ま
す
。

試
験
内
容

・
身
体
検
査
・
論

文
試
験
、
口
述
試
験

合
格
の
発
表

第
１
次
試
験
結
果
は
、11
月
上
旬

第
２
次
試
験
結
果
は
、12
月
下
旬

※
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
受
験
者
全

員
に
文
書
で
通
知
。
電
話
で
の

照
会
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

採
用
の
時
期

平
成
20
年
４
月
１
日
予
定

受
験
手
続

（
郵
送
申
込
）

７
月
13
日(

金)

〜

８
月
31
日(

金)

ま
で(

消
印
有

効)「
採
用
試
験
申
込
書
」
に
記
入

後
、
80
円
切
手
を
同
封
の
う
え
、
配

達
記
録
郵
便
で
次
の
宛
先
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
郵
便

で
郵
送
し
た
場
合
の
事
故
に
つ
い

て
は
、一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

宛
先

〒
８
３
９
・
０
８
１
５

久
留
米
市
山
川
沓
形
町
３
・
１
５

福
岡
県
南
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
課

（
持
参
申
込
）

７
月
13
日(

金)

〜

８
月
31
日(

金)

の
平
日（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

受
付
場
所

福
岡
県
南
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
総
務
課

1
４
３
・
８
１
１
９

国
産
大
豆
で
親
子

い
っ
し
ょ
に
味
噌
作
り

裁
判
所
事
務
官採用
Ⅲ
種
試
験

甘
木
鉄
道
応
援
き
っ
ぷ

福
岡
県
戦
時
資
料
展

福
岡
県
最
低
賃
金

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

福
岡
県
南
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験
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三
井
消
防
署
庶
務
課
庶
務
係

1
７
２
・
５
１
０
１

浮
羽
消
防
署
庶
務
課
庶
務
係

1
０
９
４
３
・
７
２
・
４
１
９
３

三
潴
消
防
署
庶
務
課
庶
務
係

1
６
２
・
２
１
８
５

「
採
用
試
験
申
込
書
」
は
、
右

記
の
申
込
場
所
と
そ
の
出
張
所
に

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
自
筆
で
正
確
に
記
入
し
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
で

「
採
用
試
験
申
込
書
」を
請
求
す
る

場
合
は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

を
同
封
し
て
、
福
岡
県
南
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

10
月
28
日(

日)

試
験
会
場

福
岡
経
済
大
学
（
太

宰
府
市
）

受
験
申
込
書
の
配
布
時
期

７
月
２
日(

月)

〜
８
月
10
日(

金)

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所

久
留
米
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
、
県
庁
介
護
保
険
課
（
２
階
）、

福
岡
市
情
報
プ
ラ
ザ(

福
岡
市
役

所
１
階
）、
ア
ク
ロ
ス
福
岡(

２
階

文
化
観
光
情
報
ひ
ろ
ば
）
他

受
験
申
込
期
間

７
月
11
日(

水)

〜
８
月
10
日(

金)

消
印
有
効

問
合
せ
先

福
岡
県
保
健
福
祉
部

介
護
保
険
課
　

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
２
２

訓
練
科
目

パ
ソ
コ
ン
実
務
科

訓
練
期
間

９
月
５
日(

水)

〜
11

月
30
日(

金)

の
月
曜
〜
金
曜

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

募
集
期
間

６
月
25
日(

月)

〜
８

月
３
日(

金)
受
講
料

無
料
（
教
材
費
要
）

応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
有
し
、
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
登
録
し
て
い
る
人
で
、
介

護
を
必
要
と
せ
ず
、
身
辺
整
理

が
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
障
害

の
状
況
に
よ
り
受
講
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久
留
米

1
３
５
・
８
６
０
９

問
合
せ
先

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

1
０
９
３
・
７
４
１
・
５
４
３
１

訓
練
内
容
に
関
す
る
問
合
せ
先

久
留
米
地
区
職
業
訓
練
協
会

1
４
４
・
５
２
０
１
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
科
学
の
公
園
」

で
は
、
福
岡
県
の
委
託
事
業
に
よ

り
日
常
的
に
子
供
達
が
科
学
の
楽

し
さ
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
子
供

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
ご
依
頼
に
応

じ
、
県
内
各
地
へ
出
向
き
科
学
実

験
、
自
然
観
察
な
ど
を
行
う
「
出

前
科
学
実
験
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
実
験
材
料
等
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
「
科
学
の
公

園
」
が
負
担
し
ま
す
。
詳
細
は
左

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
岡
県
商
工
部
商
工

政
策
課
企
画
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w

w
w
.fu
k
u
o
k
a
-

sc
ie
n
c
e
m
o
n
th
.c
o
m

福
岡
県
で
は
、
中
高
年
求
職
者

の
方
を
対
象
と
し
た
再
就
職
成
功

へ
の
実
践
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

３
カ
月
で
就
職
す
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
と
活
動
支
援
。
専
門

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
二
人
三
脚

で
再
就
職
へ
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

概
ね
35
歳
以
上
60
歳
未

満
の
求
職
者（
福
岡
県
在
住
の
方
）

受
付

６
月
〜
12
月
（
期
間
内
随

時
受
付
）

説
明
会

毎
週
火
曜
日
に
県
内
４

地
区
で
開
催

・
第
１
週
（
飯
塚
市
）

・
第
２
週
（
北
九
州
市
）

・
第
３
週
（
久
留
米
市
）

・
第
４
週
（
福
岡
市
）

支
援
内
容

１
カ
月
目
（
個
別
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
実
践
セ
ミ
ナ
ー
）

２
〜
３
カ
月
目
（
就
職
活
動
中
の

支
援
　
応
募→

面
接→

再
就
職

へ
）

受
講
料

無
料

問
合
せ
・
申
込

福
岡
県
再
就
職

サ
ポ
ー
ト
事
務
局
（
テ
ン
プ
ス

タ
ッ
フ
転
身
サ
ポ
ー
ト
）

1
０
９
２
・
４
１
５
・
１
７
９
１

※
問
合
せ
・
申
込
い
た
だ
い
た
方

に
、
講
座
概
要
と
説
明
会
場
を

ご
案
内
し
ま
す
。

①
実
施
日

８
月
３
日(

金)

出
発
地

西
鉄
久
留
米
駅

出
発

午
前
９
時
30
分

到
着

午
後
３
時
30
分

見
学
先

緑
化
セ
ン
タ
ー
、
水

産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
（
内

水
面
研
究
所
）

②
実
施
日

８
月
８
日(

水)

出
発
地

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

出
発

午
前
９
時

到
着

午
後
４
時
45
分

見
学
先

消
防
学
校
、
ア
ク
シ

オ
ン
福
岡

③
実
施
日

８
月
22
日(

水)

出
発
地

Ｊ
Ｒ
博
多
駅

出
発

午
前
９
時
30
分

到
着

午
後
３
時
30
分

見
学
先

農
業
総
合
試
験
場
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
化
学

繊
維
研
究
所
）

④
実
施
日

８
月
24
日(

金)

出
発
地

Ｊ
Ｒ
新
飯
塚
駅

出
発

午
前
９
時

到
着

午
後
４
時
30
分

見
学
先

平
尾
台
自
然
観
察

セ
ン
タ
ー
、
新
北
九
州
空
港

応
募
資
格

県
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
（
１
名
厳
守
）

応
募
人
数

45
名
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法

往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、ネ
ッ
ト
申
請
、

電
子
メ
ー
ル

・
①
住
所
、②
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

③
年
齢
、
④
性
別
、
⑤
電
話
番

号
、
⑥
出
発
地
ま
た
は
希
望
日

・
１
回
の
申
込
に
つ
き
、
４
人
ま

で
応
募
で
き
ま
す
。

・
同
行
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
小
学
生
は
年
齢
と
学

年
）、
性
別
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
先

（
は
が
き
）

〒
８
１
２
・
８
５
７
７
　

福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課
広
聴
係

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
７

（
ネ
ッ
ト
申
請
）

h
ttp
://w
w
w
.sh
in
sei.p

ref.
fu
ku
o
ka.lg.jp

（
電
子
メ
ー
ル
）

approach@
pref.fukuoka.lg.jp

３
カ
月
で
就
職
を
め
ざ
す
！

再
就
職
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
募
集

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

身
体
・
精
神
障
害
者

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生
の
募
集

「
出
前
化
学
実
験
」
申
込
募
集

「
県
政
バ
ス・ア
プ
ロ
ー
チ
号

（
夏
休
み
親
子
教
室
）」

参
加
者
募
集



参
加
費
用

無
料
（
昼
食
は
各
自

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

応
募
締
切

７
月
20
日(

金)

当
日

必
着

抽
選
結
果

７
月
27
日(

金)

ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
総
務
部
県
民

情
報
広
報
課
広
聴
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
０
３

日
時

８
月
19
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

(

福
岡
市
博
多
区
千
代
１
・
１

７
・
１)

参
加
資
格

県
内
に
在
住
す
る
就

学
前
児
童
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生

募
集
人
員

３
０
０
人

募
集
期
間

６
月
29
日(

金)

〜

８
月
１
日(

水)

応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

参
加
費

無
料

イ
ベ
ン
ト

県
知
事
杯
争
奪
戦
・

異
年
齢
交
流
戦
・
ふ
れ
あ
い
囲

碁
教
室
・
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
多

面
う
ち
・
安
田
プ
ロ
に
よ
る
講

演
問
合
せ
先

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
　

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
７

FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
９

期
間

７
月
20
日(

金)

場
所

う
き
は
市
民
ホ
ー
ル
前
駐

車
場

内
容

仮
装
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー

ジ
、
夜
店
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

み
ざ
れ
太
鼓
の
演
奏
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

問
合
せ
先

商
工
祭
え
び
す
祭
り

実
行
委
員
会

1
０
９
４
３
・
７
７
・
２
２
３
９

FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
７
５
０
９

期
間

７
月
21
日(

土)
〜
22
日(

日)

場
所

う
き
は
市
吉
井
町
の
祇
園

神
社

内
容

見
事
な
飾
り
山
笠
、
祇
園

囃
子
、
夜
店
、
ス
テ
ー
ジ
で
に

ぎ
わ
う
夏
の
風
物
詩
で
す
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会

吉
井
支
局

1
０
９
４
３
・
７
６
・
３
９
８
０

FAX
０
９
４
３
・
７
６
・
４
０
３
９

期
間

７
月
21
日(

土)

〜
27
日(

金)

場
所

筑
後
川
温
泉
川
岸

内
容

無
料
屋
形
船(

花
船)

、
流

水
大
噴
水
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

川
岸
の
か
が
り
火
、
屋
台(

有

料)

が
楽
し
め
ま
す
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会

1
・
FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
１
１

期
間

７
月
28
日(

土)

場
所

筑
後
川
温
泉
河
川
敷

内
容

４，

０
０
０
発
の
打
ち
上

げ
花
火
と
仕
掛
け
花
火
が
迫
力

満
点
。
地
元
商
工
会
の
お
祭
り

広
場
や
70
店
の
夜
店
も
楽
し
い

で
す
よ
。

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会

1
・
FAX
０
９
４
３
・
７
７
・
５
６
１
１

期
間

８
月
３
日(

金)

〜
４
日(

土)
場
所

明
治
通
り
、
久
留
米
六
角

堂
広
場
ほ
か

内
容

（
８
月
３
日(
金)
）

・
前
夜
祭（
久
留
米
六
角
堂
広
場
）

・
は
っ
ぴ
ぃ
広
場
（
西
鉄
久
留
米

駅
東
口
）

（
８
月
４
日(

土)

）

・
パ
ワ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
、
太
鼓
響

演
会
、
一
万
人
の
そ
ろ
ば
ん
総

踊
り
な
ど
（
明
治
通
り
歩
行
者

天
国
・
お
祭
り
広
場
）

問
合
せ
先

く
る
め
水
の
祭
典
振

興
会
事
務
局1

３
１
・
１
７
１
７

FAX
３
１
・
３
２
１
０

期
間

８
月
５
日(

日)

場
所

筑
後
川
河
川
敷

時
間

午
後
７
時
40
分
〜９

時
10
分

※
荒
天
の
場
合

７
日(

火)

、
９
日(

木)

、
11
日

(

土)

に
順
延

会
場

・
篠
山
会
場
　
久
留
米
城
跡
下
河

川
敷

・
京
町
会
場
　
水
天
宮
下
河
川
敷

内
容

約
１
８，

０
０
０
発
の
花

火
が
２
か
所
で
同
時
に
上
が
り

ま
す
。

篠
山
会
場
で
は
、
ナ
イ
ア
ガ

ラ
や
尺
玉
も
予
定
。

問
合
せ
先

同
大
会
事
務
局

1
３
２
・
３
２
０
７

FAX
３
２
・
３
１
７
１

期
間

８
月
10
日(

金)

場
所

筑
後
川
総
合
運
動
公
園

内
容

半
世
紀
を
超
え
た
大
川
花

火
大
会
。
約
６，

０
０
０
発
の

花
火
が
大
川
の
夜
空
を
焦
が
す

真
夏
の
夜
の
祭
典
。

問
合
せ
先

大
川
観
光
協
会
（
市

イ
ン
テ
リ
ア
課
内
）

1
０
９
４
４
・
８
７
・
２
１
０
１

（
内
線
２
３
４
）

FAX
０
９
４
４
・
８
８
・
１
７
７
６

期
間

８
月
４
日(

土)

場
所

小
郡
運
動
公
園
前
（
宝
満

川
河
川
敷
）

内
容

夏
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ

か
り
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

花
火
大
会
。
そ
の
数
、
約
８，

０
０
０
発
の
色
と
り
ど
り
の
花

火
が
小
郡
の
夏
の
夜
空
を
飾
り

ま
す
。

時
間

午
後
７
時
45
分
〜
打
上
げ

※
雨
天
時
は
順
次
、
８
月
11
日

(

土)

、
12
日(

日)

に
延
期
予
定

《
ア
ク
セ
ス
》

・
西
鉄
大
牟
田
線

「
大
保
駅
」
よ
り
徒
歩
15
分

・
甘
木
鉄
道

「
大
板
井
」
駅
よ
り
徒
歩
20
分

問
合
せ
先

（
社
）
み
い
青
年
会

議
所

1
７
２
・
８
１
３
７

23 H19.７ 広報たちあらい

福
岡
県
青
少
年
囲
碁
大
会

参
加
者
募
集

ち

く

ご

路

か

わ

ら

版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞h

ttp
://w

w
w
.k
ttn
e
t.c
o
.jp
/k
u
ru
m
e
-k
o
ik
i/

第
18
回
筑
後
川
温
泉

「
水
と
炎
の
夕
べ
」

商
工
祭
え
び
す
祭

吉
井
祇
園
祭

第
32
回
筑
後
川
温
泉
花
火
大
会

第
36
回
水
の
祭
典久留

米
ま
つ
り

筑
後
川
花
火
大
会

第
52
回
大
川
花
火
大
会

夢
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
　
２
０
０
７
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●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

（
締
切
は
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
総
務
課

７毎月
第３日曜日

●家族みんなが顔をそろえよう

●子どもの意見や考えを聞く

ようにしよう

●家族みんなでスポーツやレク

レーションをしよう

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう

●子どものしつけや方法について考えよう

庭の日庭の日家庭の日

納税納付には便利な口座振替を
ご利用ください。
今月の口座振替は、

７月30日（月）です。

7月の税(料)
固定資産税 ２期

保育料 ７月分

国民健康保険税 ２期

町営住宅使用料 ７月分

大刀洗町役場 税 務 課
健康福祉課
建 設 課

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

平
田
　
シ
ゲ
コ
（
上
高
橋
）

亡
夫
　
平
田
　
正
光

平
田
　
一
（
上
高
橋
）

亡
母
　
平
田
　
シ
ナ
ヨ

池
　
由
紀
（
山
隈
）

亡
祖
母
　
高
松
　
ト
ラ
ヨ

實
藤
　
昭
典
（
鳥
飼
）

亡
母
　
實
藤
　
ハ
ル
子

野
口
　
友
治
（
冨
多
）

亡
妻
　
野
口
　
量
子

行
　
　
ミ
ツ
子
（
西
本
郷
）

亡
夫
　
行
　
　
繁
久

森
光
　
明
（
菅
野
）

亡
妻
　
森
光
　
ヱ
イ
子

平
田
　
ヨ
シ
子
（
上
高
橋
）

亡
夫
　
平
田
　
良
雄

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

い
や
〜
暑
か
季
節
に
な
っ
て
き
た
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
は

こ
の
暑
さ
を
ど
げ
ん
過
ご
さ
れ
ま
す
か
？
役
場
は
６
月
よ
り

ク
ー
ル
・
ビ
ズ
を
行
な
っ
と
り
ま
す
。

町
の
姿
も
、
６
月
上
旬
ま
で
黄
金
色
し
た
麦
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
広
が
っ
と
り
ま
し
た
が
、
今
は
田
植
え
で
水
田
が
広
が

り
「
夏
が
来
た
！
」
と
季
節
ば
感
じ
ま
す
ね
。
町
は
、
田
ん

ぼ
や
川
に
囲
ま
れ
て
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
、
心
が
安

ら
げ
る
町
と
し
て
次
世
代
に
も
こ
の
景
色
ば
残
し
て
い
き
た

か
で
す
ね
。

黒

★好きな人　かすみちゃん

梅
うめ

崎
ざき

夏
なつ

希
き

くん 夏
か

澄
すみ

ちゃん（西大刀洗）

平成18年7月24日生
★好きな人　なつきくん★好きな人　パパ、光夢くん

★将来の夢　ボウケンジャー
ブラック

太
おお

田
た

一
かず

翔
と

くん（山隈）

平成16年7月5日生（Ｂ型）

★好きな食べ物　フルーツ
★チャームポイント　えくぼ

岩
いわ

村
むら

優
ゆ

宇
う

くん（南本郷）

平成18年7月20日生（Ｂ型）

★好きな人　お姉ちゃん
★特技　「ハーイ」のお返事

初
はつ

村
むら

優
ゆう

真
ま

くん（上高橋）

平成18年7月4日生
★好きな食べ物　バナナ
★特技　おちょうだい

大
おお

塚
つか

捷
しょう

生
せい

くん（北鵜木）

平成18年7月7日生（Ａ型）
★好きな食べ物　豆乳
★将来の夢　救急車の運転手

村
むら

松
まつ

恭
きょう

輔
すけ

くん（北山隈）

平成16年7月1日（Ｂ型）

★好きな食べ物　ごはん
★チャームポイント　笑顔

井
いの

上
うえ

実
み

咲
さき

ちゃん（山隈）

平成18年7月15日生（Ｏ型）

★好きな食べ物　納豆
★好きなもの　ゲキレンジャー

平
ひら

田
た

悠
ゆう

真
ま

くん 万
ま

喜
き

ちゃん（山隈）

平成16年7月26日生（Ａ型） 平成18年7月1日生（Ｏ型）
★好きな人　お兄ちゃん
★チャームポイント　笑顔
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